
Ⅰ．はじめに

　アカシア・ハイブリッド（以下Ahと略す）とは，アカシア・
マンギューム（以下Amと略す）とアカシア・アウリキュリフォ
ルミスが自然交配して出来た樹種である（古越，２００３）。Ahは，
１９７２年にマレーシア・サバ州で初めてその存在が報告され，次い
で，パプワニューギニアでも天然雑種が報告された（古越，
２００３）。本報告は，マレーシア・サバ州におけるAh人工林の生
育状況について直径および樹高成長を中心に検討したものである。

Ⅱ．調査林分と調査方法

１）調査林分
　調査地は，マレーシア・サバ州・ケニンガウのアピンアピン
（北緯５度２８分，東経１１６度１６分）にあるＫ社のAh人工林と，同
じくサバ州・ケニンガウのカラマトイ（北緯５度５分，東経１１６
度１３分）にあるＫ社とSAFODA（サバ州森林開発公社）が共同
で行っているAh試植地の２ヵ所であった。両調査地は，標高
３６７〜４２７mの平坦地もしくは緩斜地にある。両調査地の中間に位
置するケニンガウの年平均気温は２７．５度で，年平均降水量は
１，７８０mm/yrであり，両調査地はケニンガウの気候にほぼ等しい
と想定される。調査対象とした林分はアピンアピンで５林分，カ
ラマトイで５林分，計１０林分であった。調査林分は，植栽後半年
経過した頃に一回目の枝打ちが実施され，植栽後１年経過した頃
に二回目の枝打ちが実施された。
２）調査方法
　調査プロットは２００５年９月に立木がおよそ５０〜７０本入るように
設定し，プロット内の立木について胸高直径・樹高・枝下高の毎
木調査を行った。胸高直径は直径巻尺を用いて１㎜単位で，樹高
と枝下高は超音波方式の樹高測定器（Vertex, Haglof社，ス

ウェーデン）を用いて０．１ｍ単位で測定を行った。また，１年後の
２００６年９月に同プロット内の立木について同様の測定を行った。

Ⅲ．結果と考察

１）林分調査結果
　２００６年９月調査時点における林分概況と調査結果を表－１に示
す。各調査林分は，２００６年９月の調査時点で植栽後３１〜４４ヶ月
経過していた。また，植栽密度は高い林分から順に２，５００本/ha
（植栽間隔２m×２m），１，１００本/ha（植栽間隔３m×３m），６２５
本/ha（植栽間隔４m×４m）であった。また，２００５年９月に林
分調査を行ってから一年後に調査を行うまでの間にあたる１０〜１２
月にかけて，切り捨て間伐が実施された。なお，全ての林分とも
二回目の測定時に，枯死した個体は認められなかった。植栽後３１
〜４４ヶ月経過した林分の立木密度は３８１〜１，０４２本/haで，植栽密
度より減少していた。これは，前述したように間伐が実施された
ためである。また，平均胸高直径は８．８〜１４．６cm，平均枝下高は
２．１〜８．４m，平均樹高は１０．６〜１９．１mであった。
２）胸高直径成長
　生育期間と平均胸高直径の関係を図－１に示す。図には二時点
の測定値を区分して示した。同じ生育期間であっても林分間に平
均胸高直径の違いがみられたが，生育期間が２１ヶ月で６cm前後，
３３ヶ月で１０cm前後，４４ヶ月で１４cm前後とほぼ直線的に大きく
なっていた。　　　
　次に，立木密度と胸高直径連年成長量の関係を図－２に示す。
Ahの胸高直径連年成長量は２．３〜４．６cm/yrであった。しかし，
立木密度と胸高直径連年成長量の関係をみると，胸高直径連年成
長量は密度の高い林分よりも密度の低い林分で大きい傾向がみら
れた。これは，密度の高い林分ほど胸高直径成長が抑制される密
度効果があらわれた結果である。
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３）樹高成長
　生育期間と平均樹高の関係を図－３に示す。図には二時点の測
定値を区分して示した。なお，この図にはマレーシア・サバ州で
調査されたAmの地位曲線（西川ほか，１９９６）を併せて示した。
Ahの平均樹高は２１ヶ月で７m前後，３３ヶ月で１２m前後，４４ヶ
月で１８m前後に達していた。また，Ahの樹高成長とAmとの樹
高成長の比較では，AhはAmのⅠ等地の樹高成長と同等であっ
た。
　次に，林分密度の違いが個体の樹高成長に及ぼす影響をみるた
め，Ｋ－４およびＡ－２の期首の胸高直径と樹高連年成長量の関
係を図－４に示す。Ｋ－４の立木密度は調査林分の中で最も高い
１，０４２本/ha，Ａ－２は三番目に高い７０１本/haであった。Ｋ－４
やＡ－２のように立木密度が高くても，林分内における個体の樹
高成長は個体の大きさに影響を受けておらず，樹高成長が極端に
小さい被圧木はほとんど存在しなかった。Ａ－２の生育期間は
４４ヶ月と，調査林分の中で最も林齢が高い。このような林分で
も，林分内における個体の樹高成長は，個体の大きさに影響を受
けておらず，極端な被圧木は存在しなかった。このように各林分
とも被圧木がなかったのは，間伐が実施されたためであると考え
られる。
　期首の生育期間と樹高連年成長量との関係を図－５に示す。期
首の生育期間が１９〜３２ヶ月におけるAhの樹高連年成長量は３．４
〜５．５m/yrで，旺盛な成長を示していた。
４）形状比
　立木密度と形状比の関係を図－６に示す。形状比は，立木密度
が高くなるほど高くなる傾向があった。これは，立木密度が高い
ほど胸高直径成長が抑えられるので，その結果として立木密度が
高いほど形状比も高くなったと考えられる。形状比は全ての林分
で１００を超えており，１００〜１５０であった。また，その値は１年前
に比較して高いか，ほぼ同じ程度であった。Ahの形状比は低密
度林分でも１００を超えており，Ahは形状比が非常に高い性質を
持った種であるといえる。
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表－１．林分概況と調査結果
平均枝下高
（m）

平均樹高
（m）

平均胸高直径
（cm）

立木密度
（本/ha）

植栽密度
（本/ha）

植栽間隔
（m×m）

生育期間
（月）プロット調査地

８．３±１．１１９．１±１．１１４．６±１．３３８１６２５４×４４４A－１

アピンアピン
８．１±０．８１７．８±０．９１２．７±１．３７０１１，１００３×３４４A－２
８．０±１．０１６．６±１．５１２．９±１．３４９６１，１００３×３４４A－３
８．４±０．５１７．６±０．８１３．１±１．２８７３１，１００３×３４４A－４
８．２±０．５１７．６±１．８１３．５±１．６６３５１，１００３×３４４A－５
５．４±０．８１２．６±１．０１１．６±１．３３０１６２５４×４３３K－１

カラマトイ
２．１±０．７１０．６±０．９８．８±１．２６７５１，１００３×３３３K－２
５．５±０．８１２．９±０．７１１．４±０．８５２５１，１００３×３３１K－３
８．２±１．２１５．８±１．０１０．６±１．６１，０４２２，５００２×２３９K－４
７．０±１．３１５．９±１．２１２．１±１．５６９６１，１００３×３３９K－５

平均胸高直径，平均樹高，平均枝下高は平均値±標準偏差を示す。

図－１．生育期間と平均胸高直径

図－３．生育期間と平均樹高

図－２．立木密度と胸高直径連年成長量
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図－４．期首の胸高直径と樹高連年成長量

図－５．期首の生育期間と樹高連年成長量

図－６．立木密度と形状比




